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１．背景と目的
　（1）背景
　 　中央教育審議会は平成18年７月の答申で「教員に対する揺るぎない信頼を確立するための総合的
な改革の推進」を挙げ、そのための方法として「教育課程の質的水準の向上」をあげた。その具体
化の１つとして、教育課程のカリキュラムに「教職実践演習（仮称）」を新設し、必修化すること
が提案された1）。
　（2）目的
　 　教職実践演習の目的は、「教職課程の他の授業科目の履修者や教職課程外での様々な活動を通じ
て、学生が身につけた資質能力が教員として最小限必要な資質能力として有機的に統合され、形成
されたかについて、大学が自らの養成する教員像や到達目標に照らして最終的に確認するもの」で
あり、いわば全学年に通じた「学びの集大成」として位置づけられるものである。学生は、この科
目の履修を通じて、「将来教員になる上で、自己にとって何が課題であるかを自覚し、必要に応じ
て不足している知識や技能等を補い、その定着を図ることにより、教職生活を円滑にスタートする
ことが期待されるのである。」と提言された。
栄養教諭としての実践的指導力を確実に
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２．授業内容
　教職実践演習の内容は、答申では、教員として求められる資質能力について、（1）使命感や責任感、
教育的愛情に関する事項（2）社会性や対人関係能力に関する事項（3）幼児、児童理解や学級経営等に
関する事項（4）教科、保育内容等の指導力に関する事項の４つを含めることが適当とされている。こ
れらの項目を授業科目の中にどのように構成し実施するかは、各大学の判断に委ねられている。
本学が養成する教員像は、憲法をはじめ我が国の法令を遵守すると共に、本学の建学の精神である
「万物に対する自愛（愛あれ）」「物事の本質を見通す叡智（知恵あれ）」「絶対的な真理の追究（真実
（まこと）あれ）」を教育理念とし、豊かな人間性・倫理性・社会性・教職専門性を具備する心身とも
に健全な教師である。その具現化を目指して、以下の５つの資質能力を掲げた。（1）教員としての使
命感や責任感、教育的愛情に関する資質能力、（2）社会性や対人関係能力に関する資質能力、（3）児童
生徒理解に関する資質能力、（4）食育内容等の知識・技術に関する資質能力、（5）児童生徒の安全や健
康管理に関する資質能力である。これらの能力を育成することをねらいとし、「教師論」「食育指導」
「児童・生徒指導」「学校給食経営」「組織・協働」「自由領域」の６領域を設定した（表１）。
表１．教職実践演習（栄養教諭）の授業内容と到達目標
３．授業方法
　授業計画の作成にあたっては、領域ごとの具体的な「到達目標」（表１）や「授業内容」を示し、
確認のための「活動形態・方法」をも履修者に明示し、実践してきた（表２）。授業方法については、
学校現場での視点（想定される場面）を取り入れながら、その内容を組み立てた。講義だけでなく、
集団討論、事例研究、模擬授業、役割演技（ロール・プレイング）等、様々な形態を行ってきた。学
生の状況に応じて、個別に補完的な指導を行ってきた。「成績評価の方法」については、「評価の観点」
【Ａ～Ｄ】（表３）を示し、複数の教員（いずれも教職経験者３名）が多面的な角度から評価を行って
きた。
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表２．平成26年度教職実践演習（栄養教諭）授業計画
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表３．領域ごとの評価の観点
４．領域ごとの演習事例
　ここでは「教師論」「食育指導」「学校給食経営」「個別指導」の各領域から主な演習事例を報告す
る。各領域を担当した教員による気づきに基づいて、授業の計画、授業の記録、成果と課題、今後の
課題について述べる。
22－  　  － 23－  　  －
Ａ「教師論」の実際
（1）授業の計画
表４．テーマ：教師の仕事全般
（2）授業の記録
　①授業の流れ
　 　１回目の「小論文作成」は、はじめに課題イメージマップ作業を行い、それをもとに小論文作成
を行った。小論文の分析結果は表５～７のとおりである。２回目は「心に伝わり意欲を引き出す教
師の一言と活用」について、学校の教育活動における教師の激励の声がけや児童が夏休みに家庭で
行うお手伝いについて絵日記を書くことを題材として演習を行った。まず児童の背中を押す激励の
一言については、いろいろな場面を想定しながら気づきを出し合った。この教師の一言は表８であ
る。次にグループ全員が児童として絵日記を書いた後、教師役は絵日記へのコメント、児童役は教
師のコメントを見ての感想を記入し、児童役と教師役でロール・プレイング形式の発表を行なっ
た。コメントの分析結果は表９・10のとおりである。３回目は「建学精神に関する朝ごはん３分間
スピーチの構成づくり」について、３つの建学精神の心のうち１番強調したい言葉を選択し、児童
に対してのスピーチを構想（図１）して発表を行った。
表５．食育教育の「生きる力」の基礎づくりの視点からの自己課題
教育に 対する使命
感や情熱を持ち、常
に子どもから学び、
共に共感する
子どもの成長や安
全・健康を考え、適
切に行動する
・食べ物は多くの人々の苦労
や努力に支えられていること、
動植物から命をいただいて生
きていることに気づかせる。
・世界には、食べられないで苦
しんでいる子どももいることを
考えて、ものを大切にすること
ができるように学び合う。
・子どもの食べ物に関して疑問
に思っ たことを大事に取り上げ
たり、栄養や体のメカニズムま
で楽しくわかりやすく学ぶ授業
に心がける。
・給食の時間における指導等、
子どもの記憶に残る楽しい食
育授業を実践できるようにす
る。
・自分の住んでいるところの郷
土料理・季節・行事にちなんだ
料理の魅力と受け継がれてきた
心を 学び合う。
・教職員や保護者、地域の人た
ちとの協働力を身につける。
・子どもとの交流が大切であり、
特に子どもの顔と名前、性格を
知った上で、積極的に話しかけ
る姿勢を身につけるようにす
る。
・授業では子どもとのコミュニ
ケーションを大事にしながら、
楽しい食事をするための心づ
かいに気づかせる。
・アレルギーや肥満の子どもが
増えているので、普段から相手
の気持ちを考えて指導する。
・日常生活には、授業で学んだ
ことが多くあることに気づかせ
る。・昨年実施した幼稚園の観
察学習を通して学んだ子ども
への接し方を授業に生かした
い。
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表６．教師の「使命感」「責任感」「教育的情熱」に関する気づき
表７．「魅力的な教師像・自己課題・具体的な手立て」への気づき
表８．場面にふさわしい児童の背中を押す教師の一言（声がけのことば）
表９．児童への言語表現：絵日記文への激励のコメント書き
・子どもの質問になんでも答えられる信頼さ
れる教師
・子どもの目線にたった授業計画
・疑問を持って、子どもに追及させる。
・クラス全体、子ども一人一人を見る観察力を養いたい。
・日頃より、子どもとのコミュニケーションを図る。
・教材づく りは、子どもの気持ちを想像しながらやる。
・話し方や話す速さに注意する。
・子どもの好奇心を育てる教師
・身近な質問に応じられる幅の広い教師
・子どもの食への知識を深めるとともに、食に
関心を 持ってもらえる授業ができる教師
・自分の食への知識を深める必要がある。
・子どもと上手に接する仕方を身につける。
・子どもに理解してもらいたいので、わかりやすく指導できるようにする。
・子どもの理解度を高めるには、コミュニケーション能力を高める必要がある。
・ 食育の授業の中で、自己の好き嫌いを克服した体験を聞かせ、子どもたちに食事の大切さに気づかせる。
・ 心のケア、コミュニケーションができ、子どもたちに信頼される教師になる。
・ 多くの授業に触れて、わかる授業の工夫をする。
・ 子どもが自ら食べ物に感謝することをかたちにあらわして、行動できるように指導する。
・ 子どもたちに、幼いころから正しい食習慣を身につけさせる。
・ 他の教師と協調し、自分の職責を果たせる教師になる。
・○○ができたら、△△もできるようになる
よ。（授業等）
・ピーマンが食べられたから、次は○○も
食べられるようになったら、もっと元気が
出るよ。（給食中）
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　②演習成績評価について
　 　履修者18名について、評価の観点に
照らして評価した。「教師論」領域の
結果は以下のとおりである（表11）。
以下、他の領域についても同様に評価
を行った。
（3）成果と自己課題
　「教師論」（テーマ：教師の仕事全般）の成果と課題について、学生の気づきと自己課題と思われ
ること（表11）と、教員による効果と課題を示した（表12）。以下、他の領域についても同様に示し
た。
表11．学生の気づきと自己課題
表12．教員による効果と課題
図１．「３つの心」がこもった朝ごはん
 （３分間スピーチの構想づくり）
表10．評価の観点別人数
イ　責任感
　・子どもたちとの約束は責任をもって果たし、手本となるよう に努めることが大事だ。
　・子どもたちがわかるまでしっかり教える。
　・わかりやすく 楽しい授業をする。
　・学校は教師間の情報交換と助け合いで支えられている。
ウ　教育的情熱
　・教師から進んで声をかけ、子どもたちの言葉に耳を傾け、誠実に対応する。
　・教師と子どもとの距離を考える。
　・一人で考えるより、複数で意見を出し合い、予想が立てられるよう 互いに協力し合う よう にする。
・信頼関係を深めるとともに、子どもの有能感を促す指導の工夫について
・教師の子ども主体の授業力の定着向上について
・学校組織における自己の役割の充実について
・子どもの居場所づく りや信頼関係の構築について
・子どもへの厳しさと優しさのある教育愛について
・課題解決学習での「ねりあい」の場の活動について
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（4）「 教師論 」領域における今後の課題
　①授業内容の見直し
　 　本学科生の人間形成にあたっては、「どのような場面でも相手の立場を第一に考え行動できる思
いやりの心や人々の健康の維持や増進に尽くしたいという使命感」の育成を柱の一つとしている。
そのため、これまで、「教師論」領域では本学幼稚園での観察学習・実践活動、祖国の子ども支援
活動家講話等の学習活動をも取り入れて、本演習到達目標の「栄養教諭の役割」、「建学精神を生か
した教師像」等のポイントに効果的に働くよう、主に教師としてふさわしい精神面の基礎に意を用
いてきた。
　 　今回の実践演習や栄養教育実習後でも、教師としての厳しさやコミュニケーションの取り方等に
学生の自己反省点が強かった。そこで、次年度では、今日の食育教育の動向を踏まえての学びや本
学の「あおもり食育サポーター事務局」※１）の食育活動にも適宜参加しての基礎固めをもとに、
緊要の食育教育課題解決を使命として実践できる資質能力の向上を図る。その際、特に「組織・協
働」領域との連携の工夫も検討する。
　②授業方法の見直し
　 　本領域では、「教員としての使命感や責任感、教育的愛情に関する事項」を授業内容としている。
次年度は、これまでのほかに、前述の事務局等と連携した食育実践活動から習得した学び（企画立
案、創作教具づくり、コミュニケーション能力の向上等）による問題解決的な学習や言語表現活動
の工夫をする。
　③成績評価について
　 　教員としての使命感や責任感、教育的愛情の評価基準を示すことは大変難しい。これらの資質能
力は長年の経験の積み重ねによって醸成される面があり、より客観的な評価にするための情意評価
等は今後の課題としたい。
Ｂ「食育指導」の実際
（1）授業の計画
表13．テーマ：模擬授業と授業研究
（2）授業記録
　①授業の進め方
　 　ここでは主な授業内容として、「模擬授業と授業研究」について述べる。模擬授業は、学生が各
自作成した学習指導案と教材を使用し、学生同士で教師役と児童役に分かれて実施した。各自の模
擬授業終了後には、児童役の学生や教員からの意見やアドバイスを受け、授業改善に繋げるものと
した。模擬授業実施の際は、授業評価シート（図２・３）を記入した。授業評価シートの「評定」
については、「一般的な指導技術」と「学び方を身につけさせるための指導技術」のそれぞれにつ
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いて評定を四段階でつけた。「コメント」欄には、「良かった点、参考になった点」を具体的に記述
し、「努力・工夫を要する点」については、「○○○○のような発問、指示の方が適切だったのでは
ないか」などのように具体的な改善方法について記述した。「コメント」はすべての項目について
言及する必要はないが、どの項目についてのコメントかわかるように、各項目の横にコメントを書
くこととした。また、模擬授業者も評価シートに自らの授業に対する自己評価を記入した。
　 　模擬授業後は「授業研究会」を実施した。授業者は自分の到達点と自己課題を明確にし、今後意
欲的に栄養教諭として資質能力を高める契機になるように心がけることをねらいとした。はじめ
に、授業者は冒頭において、工夫した点、話し合ってほしい点について話し、それについて議論し
た後、「授業評価シート」の項目のうち重要と思われる項目から議論（発言）した。議論に際しては、
授業評価シートの中から「B- ③の発問についてですが、・・・」のように項目を明示する。司会は、
担当の先生の指導助言を最低７分は確保するように配慮した。
　②成績評価について
表14．評価の観点別人数
図２．授業評価シート
「一般的な指導技術（Ａ）」
図３．授業評価シート
「学び方を身につけさせるための指導技術（B）」
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（3）成果と課題
表15．学生の気づきと自己課題
表16．教員による効果と課題
（4）「 食育指導 」領域における今後の課題
　①授業内容について
　 　本学が育てる栄養教諭は、「学校での食育を充実させ、学校における食育を家庭や地域に発信で
きる」を到達目標に定めている。「食育指導」領域は、「食育指導の場面で……学習指導案を作成し、
模擬授業を行うことができる。」を到達目標に定めている。今年の教育実習に向け、本演習では事
前に「教材研究」「指導案作成」「模擬授業」の順で実践してきた。
　 　実習先での授業展開については、やや「教え込み型の指導法」をとりがちになっていた。子ども
の目線に立って、子どもの発言や質問を受け止めるべきだとわかっていてもその反応を活かす余裕
がなかった感がある。次年度は「子ども中心の授業づくり」が身につくような発達段階に即した授
業内容を工夫したい。
　②授業方法について
　 　本領域は「教科、特別活動等、および給食時間に関する事項」を授業内容としている。従って授
業方法としては、「子どもが自分の力で問題解決する授業づくり」を重視した。そのため、発達段
階に即した、様々な学習活動（グループ活動、言語活動等）を取り入れたい。更に子どもたちの学
習意欲を喚起（驚き・疑問等）する「質」の高い教材・教具を工夫したい。
　③成績評価について
　 　成績評価の方法は、評価の観点【Ａ～Ｄ】（表３）に照らして実施している。その中で「Ｄ－到達
が不十分である。」の学生に対しては、教職実践演習終了後、２月上旬までに補完指導を実施する。
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Ｃ「児童・生徒指導」の実際
（1）授業の計画
表17．テーマ：個別対応の指導（食物アレルギー）
（2）授業の記録
　①授業の進め方
　 　個別指導の一つとして、食物アレルギーの対応について実施した。ＶＴＲ視聴によって食物アレ
ルギー児の実態、食物アレルギー児の保護者の様子、栄養教諭が行う個別指導の様子について確認
した後、事例検討を行った。事例検討は、学校において食物アレルギーが原因で事故につながるお
それのあった事例として報告されているものから、子どもの年齢・アレルゲン・原因・症状・状況
の経過等を示し（図４）、それぞれの場面で栄養教諭として考えられる対応について、グループで
検討した。各グループの検討後全体での質疑と検討を行い、食物アレルギーの個別対応についての
ポイントを確認した。
　②成績評価について
図４．事例検討資料の一部
表18．評価の観点別人数
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（3）成果と課題
表19．学生の気づきと自己課題
表20．教員による効果と課題
（4）「 児童・生徒指導 」領域における今後の課題
　①授業内容について
　 　本領域では、栄養教諭が行う個別指導として肥満傾向児の個別指導と食物アレルギー児の個別指
導を取り上げた。児童や保護者に個別指導を行う際には、児童の発達段階の理解に加え、指導計画
の立案、学校給食の実情に合った指導、指導時のカウンセリングの技法などを、総合的に必要とす
る。これらに関する既習事項や経験を活用しながら、より実際的な指導に近い演習を行える授業を
工夫したい。
　②授業方法について
　 　栄養教諭が行う個別指導については、栄養教育実習でも経験することがほとんどなく、学生が具
体的なイメージを持ちにくいのが課題である。今回は栄養教諭が行う個別指導の場面をＶＴＲで視
聴し、栄養教諭としての指導の在り方について検討を行った。授業をとおして個別指導の雰囲気を
つかむことはできたと考えられるが、学生各自が実践力を身につけるためにはそれだけでは不十分
であった。また、活用するＶＴＲはより具体的な事例で要点を絞って用いることができるものを準
備する必要がある。次年度は、より学校現場の実情に近い事例をもとに、栄養教諭が行う指導場面
について指導計画の立案やロール・プレイング等による演習を行いたい。
　③成績評価について
　 　本領域の評価も、評価の観点（表３）に沿って行った。授業の到達目標（表４）については、授
業のたびに学生に示しながら実施しているが、それに対応した形の具体的な評価基準も検討してい
く必要があると思われる。
30－  　  － 31－  　  －
Ｄ「学校給食経営」の実際
（1）授業の計画
表21．テーマ：食に関する指導の連携（家庭との連携）
（2）授業の記録
　①授業の進め方
　 　食に関する指導の連携（家庭との連携）として、給食だよりの作成を取り上げた。作成にあたっ
て給食だよりの実例を示し、給食だよりの目的、給食だよりの主な内容、作成・発行上の留意点に
ついて講義したあと、作成手順やパソコンでの作成方法を確認した。演習では学生各自が任意に設
定した月の給食だよりを１枚作成した。給食だよりの発表では、作成した給食だよりを全員に配布
し、作成者の思いや願いが伝わってくるか、子どもによくわかる表現になっているか、保護者によ
くわかる表現になっているかの観点から相互評価を行った。
　②成績評価について
表22．評価の観点別人数
（3）成果と課題
表23．学生の気づきと自己課題
表24．教員による効果と課題
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（4）「 学校給食経営 」領域における今後の課題
　①授業内容について
　 　本領域では、食育全体計画・給食だより・食育指導資料（スライド）の作成を実施した。授業内
容は実務的に必要と思われるテーマを選択したが、栄養教諭が最低限身につけておくべき資質とし
て適切なものであるか見直す必要がある。また、今回はパソコンでの資料作成を実施したが、パソ
コン操作を苦手とする学生は思い通りに資料を作成することに苦労していた。次年度は授業のテー
マとする内容の見直しに加えて、履修者全員が一定のパソコン操作のスキルを身につけられるよう
な内容も工夫していきたい。
　②授業方法について
　 　今年度は食育全体計画・給食だより・食育指導資料（スライド）についてパソコンで資料を作成
し、発表と相互評価を行った。資料は、はじめの授業時に講義と作成の演習を行い、次の授業時に
発表することで、資料を作成する時間を確保できるようにした。しかし、作成期間には作成中の資
料を確認し、進捗状況によって個別に対応を行う必要があることから、次年度は授業計画を工夫す
ることでより一人ひとりに合わせた指導を行えるようにしたい。
　③成績評価について
　 　本領域の評価の結果をみると、他の領域より「Ｂ到達している」の人数が比較的多いことから、
ある程度のスキルを身につけることで到達目標を達成できる領域であると考えられる。次年度は履
修者全員が成績評価の「Ａ十分に到達している」に到達できるように指導していきたい。
５．おわりに
　今回の「到達目標」及びその「成績評価の方法」を通じて、栄養教諭としての実践的指導力を確実
に身につけさせるため実践を重ねてきた。「教育の質の保障」を目指して、次年度以降は以下の課題
に取り組みたい。
　①「実践的指導力」の育成をめざしたより効果的な＜講義―演習＞の内容と方法の開発
　②学校における食育を家庭や地域に発信できるための「授業内容」の工夫
　③栄養教諭履修者数の増減に伴う「活動形態・方法」の工夫
　④教職実践演習テキストの作成
※１）あおもり食育サポーター事務局
　あおもり食育サポーター事務局は平成22度８月から青森県から業務委託を受け、青森県内の食育支
援を行っている。平成26年度は「青森県あおもり食育サポーター活動推進業務」に基づいて業務を実
施している。
32－  　  － 33－  　  －
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